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〈編集後記〉 
本号では新しい企画に挑戦しました。それは現在社研が研究交流協定を結んでいるベトナム
社会科学院東北アジア研究所の研究者からの投稿を掲載したことです。 
社研は 2012 年 2 月に東北アジア研究所と研究交流に関する覚書を調印し、2013 年 9 月には
ベトナム社会科学院との共催で国際シンポジウム『日越関係：40 年の回顧と将来の方向性』を
ハノイで実施しました。このシンポジウムを実質的に取り仕切ったのも東北アジア研究所（Tran 
Quang Minh 所長）でした。その折に村上俊介所長とミン所長とのあいだで将来に向けてのさら
なる研究交流についての会談が行われましたが、その際の合意事項のひとつが相互の紀要への
論文掲載でした。この試みに最初に応えてくださったのが Nguyen Đinh Cu 氏と Tran Thi Nhung
氏でした。両氏に心よりお礼申し上げます。 
両氏の論文「"GOLD" POPULATION STRUCTURE AND SOCIAL SECURITY ISSUES OF 
VIETNAM: OPPORTUNITIES AND CHALLENGES」は、ベトナムにおける人口構成の推移と今後
予想される問題点について論じられた大変貴重な報告です。東北アジア研究所の研究員と議論
をしていると、先方は日本語文献や日本関連文献をよく読んでおり、わが国の状況について通
暁しているのに対して、われわれ日本人研究者はベトナム社会の実情について正確な情報をほ
とんど持っておりません。そうした情報の不均衡を解消するためにも、英語で書かれたこの論
文は非常に意味のあるものと考えます。 
一方、梶原所員の論文「再考：マーケティング生成論<補遺>」は世界各国の商品ブランドに
ついて触れられています。今年 9 月にハノイで行われたベトナム社会科学院との共同シンポジ
ウムの際に、同所員が購入したてのノートパソコンを片時も離さず執筆に集中していた姿を思
い浮かべました。 
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